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消
防
庁
予
防
数
急
課
　
課
長
補
佐

小

　

林

　

恭

と
、
ア
ｌ
ヶ
ｌ
ド
の
設
置
許
可
等
に
関
係
す
る
行
政

機
関
の
連
絡
協
議
会
を
設
け
る
べ
き
こ
と
等
を
指
示

し
て
い
る
。

そ
の
後
、
全
国
の
ア
ｌ
ヶ
ｌ
ド
の
建
設
は
、
こ
の

通
達
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、

実
際
に
建
設
さ
れ
て
い
る
ア
ｌ
ヶ
ｌ
ド
の
維
持
管
理

を
含
め
た
地
震
火
災
時
の
防
災
性
能
の
実
態
に
つ
い

て
は
明
確
で
な
か
っ
た
こ
と
、

「
ア
ｌ
ヶ
ｌ
ド
の
設

置
基
準
」
が
二
〇
数
年
も
前
の
も
の
で
あ
り
、
現
状

に
合
わ
な
く
な

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど

の
た
め
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
現
状
及
び
建
設
に
つ
い
て

の
実
態
把
握
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
消
防
庁
で
は
建
設
省
と

筋
力
し
、
昭
和
五
五
年
度
の
国
土
庁
の
災
害
対
策
総

合
推
進
調
整
費
の
一
部
を
用
い
て
、
特
に
地
震
火
災

時
の
防
災
性
能
を
中
心
と
し
て
実
態
調
査
及
び
分
析

を
行
っ
た
。
本
稿
は
、
そ
の
調
査
結
果
の
概
要
を
示

す
こ
と
に
よ
り
、
ア
ー
ケ
ー
ド
に
つ
い
て
の
今
後
の

行
政
機
関
の
指
導
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

セつ
。

１
　
調
査

の
実
施
方
法

０
　
調
査
の
実
施
機
関
及
び
調
査
期
間

ア
ー
ケ
ー
ド
の
防
災
対
策
調
査
は
、
建
設
省
住
宅

局
と
共
同
で
実
施
し
た

「建
築
物
と
そ
の
周
辺
の
防

災
対
策
調
査
」
の
一
環
と
し
て
、
（財
）
日
本
建
築
防

災
協
会
に
委
託
し
て
行

っ
た
。
（財
）
日
本
建
築
防
災

じ

ア
ー
ケ
ー
ド
防
災
対
策
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

は

じ

め

に

ア
ｌ
ヶ
ｌ
ド
は
、
不
特
定
多
数
の
者
が
往
来
す
る

（公
共
）
道
路
上
に
設
け
ら
れ
た
建
築
物
で
あ
り
、
程

度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
防
火
、
交
通
及
び
衛
生
上
の
弊

害
を
伴
う
も
の
で
あ
る
が
、
消
防
、
建
築
、
道
路
及

び
交
通
の
各
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
に
関
係
し
、　
〓
万
的

に
規
制
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
昭

和
三
〇
年
、
当
時
の
国
家
消
防
本
部
、
建
設
省
及
び

警
察
庁
か
ら
合
同
で
通
達
が
出
さ
れ
、
ア
ー
ケ
ー
ド

の
設
置
に
つ
い
て
は
抑
制
の
方
針
を
と

る
べ
き

こ

と
い
や
む
を
得
ず
設
置
す
る
場
合
に
は

「
ア
ー
ケ
ー

ド
の
設
置
基
準
」
に
よ
り
厳
し
く
指
導

す

べ
き

こじ
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(奏 1)建 策物とその周辺の防災対策調査委員会委員 (順不同"敬 称略)

じ

部会長 り“ 越 邦 盗  東京理科大学教授

部全員 者 原 進 ―  東京大学動数授            十

七 藤   瓦  武蔵工業大学訴aI

小 本 本 一  自ltA省消防庁予防確 課課長補佐

於   廷 去  空技哲tLそ局姓条物防災対策決受補佐

亀 ツト 浅 道  Fu治省消防庁消防研究所第3研勢印主任研究官

緑 "! 光 正  速役省建築研勾折第3研究都幣進研究空研究員

跡 野   仁  東京消防庁予防部予防認配=幹

木 内 正 三  東京都都市:i画局基票指導壊燈舞協災課長

絶 木 文之助  川崎童工鞠加車両事業部アーケード部長

波 部 tr次郎  お水を融枠破訂査■|センター課民

高 野 公 力  MANU都 市建楽研究所所長

ほ 瑠

套員長 岸 谷 孝 ―  東京大学教授

委 員 川 越 打 控  東京理科大学転凝

谷   資 信  早稲田大学教授

安 倍 北 夫  東京外搭大学教授

上 杉   唐  束拝大学助な最

飯 本  功  東京大学助教授

折 京 明 男  早稲田大学寄HF

激[郷    斉  口本住宅公回理事

本 田 行 世  Gオ)日本消防設備安全センター甘務理事

久 保 敏 行  建設省住宅局建察物防災対策葺長

山 贈 芳 男  自お省消防庁予防救急課長

片 山 正 夫  建設省住宅局市街粒建築課長

山 本 留 三  建設省道路局路政課長

広 谷 干 状  露察庁交通局交通規制課長

漣 部   丹  建設省建築研知所第3研究部長

活   房 夫  自治省消防庁消防研究所第3研究部長

嘉 Fl   辞  東京都都市計画局盛案指導部長

津 仰 拡 喜  東京消防庁予防部長

1

協
会
で
は
、

（
表
１
）
の

よ
う
な
委
員
会
を
設
け
、

細
部
の
作
業
は
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｕ

都
市
建
築
研
究
所
が
担
当

し
て
、
分
析
、
検
討
を
行

っ
た
。

調
査
期
間
は
、
昭
和
五

五
年

一
二
月
か
ら
昭
和
五

六
年
二
月
ま
で
の
四
か
月

間
で
あ

っ
た
。

０
　
調
査
の
方
法

調
査
は
、
東
京
都
武
蔵

野
市
に
お
け

る
予
備

調

査
、
こ
の
予
備
調
査
に
基

づ
い
て
作
成
し
た
調
査
票

に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

並
び
に
委
員
に
よ
る
現
地

調
査
の
３
段
階
に
分
け
て

実
施
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、

都
市
規
模
、
地
域
性
、
過

去
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
関
連

す
る
事
故
、
災
害
等
の
有

無
、
地
震
対
策
上
の
問
題

（表
２
）

ネ
酒
日

（大
火
）、
仙
台

（宮
城
県
沖
地
震
）、
金
沢
・

富
山

（豪
雪
）、
浜
松
Ｐ
静
岡
・
沼
津

（東
海
地
震

警
戒
都
市
）、
広
島
・
高
松

（倒
壊
事
故
）

等
を
考
慮
し
て
、

（表
２
）
に
掲
げ
る
こ
四
都
市
を

選
定
し
て
実
施
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、各
市
の
消
防
機
関
に
依
頼
し
て
、

（表
５
）
に
掲
‐げ
る
３
種
類
に
つ
い
て
実
施
し
た
。

（表
５
）

じ

Ｂ
関
東

・
中
部

Ｃ
近
畿

・
中
国

調
査
Ｂ

１

２

調
査
Ｂ

１

１

調
査
Ａ

観
薙
票
の

商 ア

す件 1市 1
るにドにケ
詳つハお i
細い形けド
調て式る詳
査の別代紅
防
｀
表誘

災新的査
性旧な
能別ア対
にVl象

関数ケ都

都
姉闘を
‐闘嫁
郊
柿
ｋ静
勘
脱

況
、
動
向
等
の
概
況

内

　

容

者打食店
へ管と街
の理同ア
アに一ン
ン関のケ
ケすア 1
1 る 1 ト
ト商ケ
店 I B
街 ド|
関の 1
係維談

道セ
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２
　
現
地
調
査
に
よ
る
ア
ー
ケ
ー
ド

の
実
態
と
そ
の
考
察

委
員
に
よ
る
現
地
調
査
で
は
、
仙
台
、
水
戸
及
び

浜
松
の
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
つ
い
て
現

地
消
防
機
関
の
協
力
を
得
て
、
外
観
、
防
災
機
能
、

周
辺
の
状
況
等
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
を
行
う
と
と

も
に
、
商
店
街
役
員
か
ら
の
事
情
聴
取
を
行

っ
た
。

そ
の
結
果
を
ま
と
め
る
と

（表
４
）
の
と
お
り
と
な

る
。

５
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
ア
ー

ケ
ー
ド
の
実
態
と
分
析

ω
　
各
都
市
に
お
け
る
ア
ー
ケ
ー
ド
の
設
置
状
況

と
防
災
指
導

①
　
設
置
状
況

（
表
５
）
の
と
お
り
、
ア
ー
ケ
ー
ド
は
調
査
対

象
と
し
た
二
四
都
市
で
三
〇
九
件
設
置
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
内
、
全
面
タ
イ
プ
は
四
七

・
二
％
、
両

側
タ
イ
プ
は
二
七

・
二
％
、
片
側
タ
イ
プ
は
二
五

・
六
％

（件
数
権
成
比
）
で
あ
り
、
全
面
ア
ー
ケ

―
ド
が
予
想
以
上
に
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

ア
ｌ
ヶ
ｌ
ド
の
設
置
に
つ
い
て
、
地
域
的
に
は
明

確
な
特
徴
は
な
い
が
、
全
面
タ
イ
プ
の
ア
ー
ケ
ー

ド
が
中
部
圏
を
境
に
し
て
、
東
で
は
少
な
く
、
西

で
は
多
い
こ
と
が
莫
然
と
し
た
傾
向
と
し
て
読
み

と
れ
る
。
ア
ー
ケ
ー
ド
の
設
置
動
向
は
、
そ
の
都

市
の
気
象
条
件
、
商
業
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
自
治
体

の
指
導
方
針
な
ど
様
々
の
要
因
に
左
右
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
東
京
、
横
浜
、大
阪
、

神
戸
の
四
都
市
を
除
い
た

一
都
市
当
た
り
の
ア
ー

ケ
ー
ド
の
平
均
数
は
九

・
七
件
で
あ
る
。

し

写真 1

仙台市中央通リアーケー ド。可動式屋根、照
明、看板は統一されている。

写真 2

仙台市一番町アーケード。車道をモール化し
ベンチや植栽が設置された。

写真 3

水戸市南町田アーケー ド。側面建築の2階店
舗から見たアーケー ドの内部空間。

も
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出
さ
型
勝
革
狩
対
―
キ
ー

イ
ー
踊
鮒

（器
い
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醜
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皿
引
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爵
酎

じ

じ
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０
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汁
コ
網
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⑤
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丙
騨
醐

研
さ
汁
対
―
ギ
ー
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ｏ

・
敵
慰
サ
臨
豊
フ
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酵
ｃ
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づ
い
ｏ

・
洲
半
副
サ
副
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Ｓ
【
じ
域
〕
ｃ
ラ
弱
ｃ
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③
料
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マ
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じ
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革
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も
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じ
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球
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ｔ
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ト

尋
鴻
由

ｓ
対
―

キ
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○

■
済
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ｓ
対
１

ギ
ー
〓

―
弾
ヨ
ヽ
１
寸

イ

――‐‐いヽ7ブ

批

１
　
ヽ

電
　
３
加

Ｆ
　
増
ｍ

ヨ騨
コ
）
Ｆ
　
料
抑

・
Ｏ
Ｓ
対
ｒ
寸
―
ア
⑤
料
加

・
洲
準
じ
表
還
弦

「
洲
Ｓ
と
弟
」
【
掛
―

粒
併
き
【
ラ
い
ｏ

●
猟
―
比
―
蒔
党
Ｓ
沫
肥
爵
付
ゆ
け
ｏ

・
球
づ
Ｈ
Ｉ
ギ
ｌ
ｚ
サ
癖
部
ｃ
Ａ
字
い
ｏ

・
葦
ゆ
い
ｏ
Ａ
Ｓ
封
ぶ
甜
爵
球
じ
対
―
キ

ー

イ
。

・
韻
―
弱
サ
骰
ｓ
フ
副
欝
爵
材
態
”
ｏ

・
メ
続
科
湖
の
「
望
卜
泣
洸
■
ド
升
さ
ｏ

・
ホ
ー
ヽ
さ
じ
響
目
０
雛
Ｎ
酎
爵
球
ｏ

・
や
寄
付
ヽ
＞
ｉ
ｃ
バ
ラ
い
Ｄ
下
鞘
副
乾

副
づ
ｏ

・
認
閑
郷
Ｓ
敬
さ
】
も
ヽ
ヽ
ｏ

③
加
『
　
　
③
料
乱

◎
沫
艦
て
ヽ
ヽ
現
卓
対
サ
生
ｕ
サ
ｏ

③
洲
弗
Ｓ
蒲
奈
時

○
じ
群
ヽ
あ
判
ヽ
ｘ
材
併
さ
【
づ
ふ
ｏ

⑥
益
球
球
潤

○
出
群
部
鮮

◎
鞘
引
き

③
導
由

◎
ま
爵
部
翌

○
ド
⑤
さ

◎
取
『
　
　
⑤
対
討

◎
母
ご
ざ
卜
掌
ツ
〕
Ｓ
鞘
引
き
爵
総
Ｓ
ｘ
こ
く
才
サ
■
い
ｏ

◎
蝉
う
く
以
く
Ｌ
じ
料
、
片
い
爵
崩
ｏ
科
【
じ
い
じ
【
片
い
滞
ヨ
囲
繰
ｏ

③
や
揮
マ
ヵ
ヽ
対
１
ギ
ｌ
ｚ
じ
翠
園
骰
ｓ
ｏ

⑥
加
「
　
　
③
料
沌

◎
洲
じ
二
や
す
ヽ
】
ド
対
弔
脳
競
型

◎
簡

さヽ
オ
じ
ラ
ト
↓
〕
ヽ
片
ぶ
】
ヽ
対
″
―
鴻
Ｓ
爵
覇
。

③
ゆ
串
ヽ
あ
も
ヽ
力
付
き
ヽ
ラ
ト
ｏ
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注1)ネ の都市については特定の地域を設定した

東京……中野、葛飾、北、品川、八王子  大阪
……住吉t旭 、北、淀川、南、生野

横浜……鶴見、南、金沢         神戸
…・1日生田

2)調 査Bの 「新」は昭和50年以降に設置、改修されたア
ーケードである

②
　
改
修

・
真
新

期
間

ア
ー
ケ
ー
ド
の
設

置
か
ら
改
修
ま
で
の

年
数
は
、

（
図
１
）

の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
図
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
、
ア
ー
ケ
ー

ド
の
改
修
期
間
の
出

は

一
〇
！
二
〇
年
に

あ
り
、
ピ
ー
ク
は
九

年
で
あ
る
。
設
置
後

三
年
前
後
の
改
修
は

使
用
に
伴
う
軽
微
な

補
修
工
事
と
考
え
ら

，

れ
、　
一
〇
年
以
降
、　
・

ア
ー
ケ
ー
ド
の
陳
腐

一

化
、
老
朽
化
が
問
題

！

と
な

っ
て
い
る
。
設
・

置
後

一
〇
年
以
降
の

改
修
時
期
の
ば
ら
つ

き
は
、
老
朽
化
の
度

合
、
商
業
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
や
商
店
会
の
ま

(奏5)調 査7-ケ … 卜の件数
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(図 1)ア ーケー トの改修
・更新鋼問 (アーケー トの設置から改築までに経過した年数

別のアーケー ド数)

ヽ
も

(図2)現 存のアーケ
ー ドの経過年数
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一じ
・

と
ま
り
の
程
度
な
ど
値
々
の
ア
ｌ
ヶ
ｌ
ド
の
持
つ

諸
要
因
の
相
違
に
よ
る
も
の
と
思

わ

れ

る
。
ま

た
、
デ

ー
ケ
ト
ド
自
体
の
老
朽
化
の
目
安
は
設
置

後
約
二
〇
年
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
デ
ー
タ
か
ら

伺
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
．

（
図
２
）
は
、
調
査
ア
ー
ケ
ー
ド
の
設
置
あ
る

い
は
改
修
後
か
ら
の
経
過
年
数
を
グ
ラ
フ
化
し
た

も
の
で
あ
る
。
設
置

・
改
修
以
降

一
〇
年
以
内
の

も
の
一
七

一
件
（
五
八
上
ハ
％
）、　
一
一
年
を
二
〇

年
の
も
の
九
二
件
舎
〓

・
五
％
）、
二
一
年
以
上

の
も
の
二
九
件
（九

・
九
％
）
と
な

っ
て
い
る
。
改

修

・
更
新
が
比
較
的
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
る
ア
ー

ケ
ー
ド
が
多
い
反
面
、
設
置
当
時
の
都
市
空
間
と

し
て
の
魅
力
を
喪
失
し
、
老
朽
化
の
度
合
を
深
め

て
い
る
ア
ー
ケ
ー
ド
も
少
な
く
な
い
。

③
　
各
都
市
の
指
導
方
針
と
今
後
の
設
置
動
向

各
都
市
の
ア
ー
ケ
ー
ド
設
置
に
対
す
る
指
導
方

針
と
今
後
の
動
向
を
整
理
す
る
と
、

（表
６
）
の

と
お
り
と
な
る
。
昭
和
三
〇
年
の
通
達
を
踏
ま
え

て
、
基
本
的
に
は
各
都
市
と
も
抑
制
方
針
を
打
ち

出
し
て
い
る
が
、
そ
の
程
度
は
各
都
市
の
置
か
れ

て
い
る
状
況
に
よ
っ
て
異
な

っ
て
い
る
、
ア
ー
ケ

ー
ド
の
火
災

・
地
震
時
の
安
全
性
や
道
路
事
情
と

地
元
の
商
業
振
興

・
再
開
発
や
豪
雪

・
火
出
灰
な

ど
特
殊
事
情
に
照
ら
し
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
設
置
の

可
否
が
個
々
に
判
断
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ま
た
東
京
、
沼
津
、
京
都
、
大
阪
、
高
松
、
高
知

の
六
都
市
に
お
い
て
は
、
特
別
な
指
導
要
領
を
有

し
て
い
る
。

じ
今
後
の
動
向
と
し
て

「減
る
」
傾
向
に
あ
る
都

市
は
横
浜
の
み
で
あ
る
。

「変
わ
ら
な
い
」
は
一

四
都
市
、

「増
え
る
」
は
九
都
市
で
あ
り
、
ア
ー

ケ
ー
ド
は
全
目
的
に
見
る
と
漸
増
傾
向
に
あ
る
。

「変
わ
ら
な
い
」
と
す
る
都
市
が
多
い
こ
と
は
、

既
設
ア
ー
ケ
ー
ド
の
改
修

・
更
新
は
認
め
て
い
る

都
市
が
多
い
た
め
に
よ
る
。
今
後
の
動
向
を
判
断

す
る
た
め
の
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の

を
ま
と
め
る
と
、

・
建
設
計
画
の
有
無
な
ど
地
元
の
動
向

・
都
市
化
の
進
展
商
業
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
程
度
な

ど
立
地
条
件
　
　
　
　
　
　
、

・
商
店
街
振
興
や
魅
力
的
な
街
づ
く
り
な
ど
ア
ー

ケ
ー
ド
の
持
つ
メ
リ
ッ
ト

●
自
治
体
の
指
導
方
針
や
取
り
組
み
方

が
あ
る
。

の
　
各
都
市
に
お
け
る
ア
ー
ケ
ー
ド
の
実
態
と
問

題
点
の
分
析

①
　
ア
ー
ケ
ー
ド
の
形
態
と
構
造

０
　
配
置
形
態

各
都
市
の
消
防
機
関
よ
り
提
示
さ
れ
た
ア
ー

ケ
ー
ド
位
置
図
か
ら
以
下
の
傾
向
が
認
め
ら
れ

を
つ
。

ａ
　
都
心
中
心
地
区
に
集
中
的
に
発
達
し
た

も
の
…
…
…
札
幌
、
仙
台
、
浜
松

Ⅲl 上越は豪雪、鹿児島は火山灰の降灰、酒田は風等の特殊事情
Ⅲ2 横浜の減少傾向は、アーケード撤去によるモール化の事例があるため

Ⅲ3 キは指導要領を有する都市 (計6都市)

(表 6)各 都市のアーケー ド設置指導方針と今後の設置動向

増える傾向にある 変わらない
減る傾向
にある

a雰
努留
な抑制那覇

札幌、仙台、沼津
求

名古屋、津山、高松球

福岡
横浜

bケ ースに応じ
て認める方向

水戸(東 京率、浜松、
京都来、大阪*、富山

静岡、神戸、広島、
高知来、上尾、金沢、

C地域的な特殊
事情があるの
で認める方向

上越、鹿児島 酒田
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ｂ
　
都
市
内
の
各
地
区
に
分
散
的
に
発
達
し

！　
た
も
の
…
…
…
東
京
、
名
古
屋

ｃ
　

ａ
ｂ
を
合
む
ア
ー
ケ
ー
ド
の
発
達
が
顕

著
な
都
市
…
…
…
京
都

ｄ
　
ア
ー
ケ
ー
ド
の
設
置
萌
芽
の
段
階
…
…

…
上
尾
、
上
越

更
に
各
地
区
に
お
け
る
ア
ー
ケ
ー
ド
の
設
置

。
発
達
状
況
を
概
観
す
る
と
以
下
の
タ
イ
プ
が

あ
る
。

ａ
　
小
規
模
に
点
的
に
発
達
し
た
も
の
…
…

…
上
尾

ｂ
　
比
較
的
長
大
に
線
的
に
発
達
し
た
も
の

！　
…
…
…
仙
台
中
央
通
り

ｃ
　
駅
を
中
心
に
放
射
状
に
発
達
し
た
も
の

…
…
…
静
岡
駅
前

ｄ
　
面
的
に
集
中
的
に
発
達
し
た
も
の
…
…

…
京
都
京
極
河
原
町
北
区

ｃ
ｉ　
ｂ
ｃ
ｄ
と
関
連
し
て
二
つ
の
商
業
地
区

を
結
ぶ
軸
と
な
っ
て
い
る
も
の
…
…
…

神
戸
元
町
ア
ー
ケ
ー
ド

ｆ
　
主
ア
ー
ケ
ー
ド
街
に
派
生
し
て
生
じ
た

も
の
…
…
≡
・札
幌
、
浜
松
そ
の
他

ア
ー
ケ
ー
ド
の
成
立
条
件
と
し
て
商
業
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
と
道
路

・
側
面
建
築
物
の
条
件
、
商

店
街
の
結
束
、
都
市
行
政
の
指
導
方
針
等
が
考

蛾

え
ら
れ
る
が
、
各
都
市
に
お
け
る
発
達
状
況
の

差
果
は
こ
う
し
た
都
市

・
地
区
の
特
性
を
反
映

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ア
ー
ケ
ー
ド
の
発
達
し
た
都
市
は
、
仙
台
、

京
都
、
神
戸
等
を
そ
の
典
型
と
し
て
み
る
こ
と

が
出
来
る
が
、
こ
う
し
た
大
都
市
に
限
ら
ず
津

山
市
の
よ
う
に
小
都
市
で
あ
り
な
が
ら
多
設
さ

れ
て
い
る
都
市
も
あ
る
。
ま
た
、
酒
田
市
の
よ

う
に
大
火
後
ア
ー
ケ
ー
ド
が
復
活

し

た
都

市

や
、
上
越
市
の
よ
う
に
旧
来
の
雁
木
を
道
路
整

備
と
関
連
し
て
ア
ー
ケ
ー
ド
に
組
み
変
え
た
都

市
な
ど
、
風
土
条
件
に
よ
る
特
殊
と
か
ら
工
夫

を
こ
ら
し
て
い
る
都
市
な
ど
も
あ
り
、
ア
ー
ケ

ー
ド
の
設
置
形
態
が

一
様
で
は
な
い
こ
と
が
観

察
さ
れ
る
。

０
　
高
さ
と
幅
員

片
側

・
両
側
ア
ー
ケ
ー
ド
の
軒
高
は
三
ｍ
で

四
ｍ
の
間
に
集
中
し
、
幅
員
は
二
・
五
ｍ
か
ら

五

・
五
ｍ
ま
で
の
範
囲
が

一
般
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
軒
高
が
四
ｍ
以
上
の
ア
ー
ケ
ー
ド

も
多
く
見
ら
れ
、
こ
と
に
ビ
ル
化
の
進
ん
だ
大

都
市
の
中
心
市
衛
地
で
は
六
ｍ
ク
ラ
ス

（
二
階

建
て
部
分
を
包
み
込
む
ア
ー
ケ
ー
ド
）
の
も
の

も
あ
る
な
ど
、
高
層
化
傾
向
が
伺
わ
れ
る
。
ア

ｌ
ヶ
ｌ
ド
の
幅
員
は
各
都
市
の
街
路
基
本
形
態

に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
両
側
商
店
街
の

発
達
形
態
と
関
連
し
て
成
立
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
が
、
高
さ
は
む
し
ろ
ア
ー
ケ
ー
ド
設
置

当
時
の
側
面
建
築
の
店
舗
密
度
や
高
層
化
率
に

関
連
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
水
戸
市
、
神
戸

市
で
は
高
さ
が

一
二
メ
ー
ト
ル
ク
ラ
ス
の
ア
ー

ケ
ー
ド
す
ら
あ
る
。
こ
れ
は
両
側
建
築
物
が
三

階
以
上
に
高
層
化
し
、
集
客
性
か
ら
三
階
店
舗

ま
で
を
ア
ー
ケ
ー
ド
内
部
空
間
に
取
り
込
ん
だ

設
置
形
態
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
ア
ー
ケ
ー
ド

は
現
在
で
は
特
殊
ケ
ー
ス
と
い
え

る
が
、
将

来
、
側
面
建
築
物
の
高
層
化
に
伴

っ
て
増
加
し

て
き
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
質
の
果
っ

た
安
全
性
の
課
題
、

（例
え
ば
落
下
物
の
危
険

と
、
ア
ト
ケ
ー
ド
本
体
の
架
構
上
の
自
立
性
、

消
防
活
動
上
の
性
能
）
が
生
ず
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

ま
た
、
軒
が
低
く
奥
行
の
深
い
ア
ー
ケ
ー
ド

も
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
ア
ー
ケ
ー
ド
は

防
災
上
不
利
な
条
件
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

②
　
観
察
調
査
に
よ
る
ア
ー
ケ
ー
ド
の
問
題
点

の
　
全
体
と
し
て
の
問
題
点

全
国
二
一
都
市
二
九
〇
件
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の

問
題
点
に
つ
い
て
、
各
消
防
局
の
指
摘
を
ア
ー
！

じ

８７道セ
'81.10



(表7)設 置年次別問題点集計表

担踏受諮
煙の拡散
延焼等の
危強

偉
鞄
険

柏
よ
危

老
に
震

落下物の
危険

維持管理
の問題

計

ハゥ  39

40 ～  49 
 1  

12 
 1  
12 
 1  

1

50～  十一 1 2十
一 1

石 計 + 40 1 50 1 19
総数に
卓場ゃ
割合キ

1韓
ぉ
I Wセ |は

6 蜘
1伽

ｆ

■

―

い

ｒ

，

寺

よ

己

母

玲

１

！
‐
―

―

ゃ

や

Ａ

Ｙ

松

帆

――‐

ド

予

も
ぃ

，

い

Ｌ

ヽ

キ

ヽ

ヽ

―

】

―

■

，
　

≡

Ｐ

Ｉ

Ｉ

≡

‘
■

・
―

ヽ

１

十

１

１

１

ｆ

」

モ

ヽ

―

【

１

４

１

１

１

≡
‘

う

一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
）

■金沢、富山、那覇を除く21都市290件(100%)のア
ーケードを対象とする

(表8)問 題点数別件数

指摘された問題点数 1 1 2

c.動防活D.屋浩篠物下落
等

Ｂ
構体
部
主
造Ａ

ケ
ー
ド
の
設
置
年
次
別
に
ま
と
あ
る
と
（表
７
）

の
よ
う
に
な
る
。

当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
古
い
ア
ー
ケ
ー

ド
ほ
ど
問
題
は
大
き
い
。
五
〇
年
以
降
に
設
置

さ
れ
た
ア
ー
ケ
ー
ド
に
つ
い
て
は
落
下
物
の
危

険
性
が
比
較
的
多
く
指
摘
さ
れ
た
。
四
〇
年
代

に
設
置
さ
れ
た
ア
ー
ケ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
落

下
物
の
危
険
性
と
維
持
管
理
の
問
題
を
指
摘
す

る
も
の
が
多
く
、
ア
ｌ
ヶ
ｌ
ド
を
取
り
巻
く
諸

問
題
は
設
置
後

一
〇
年
前
後
か
ら
顕
在
化
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
指
摘
さ
れ
た
問
題
点
の
数
ご
と
に
整

理
す
る
と

（表
８
）
の
と
お
り
と
な
り
、
問
題

点
が
全
く
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
が
過

半
数
を
占
め
て
い
る
も
の
の
、
逆
に
言
え
ば
、

何
ら
か
の
問
題
点
を
有
す
る
も
の
が
半
数
近
く

に
上
る
こ
と
と
な
る
。

問
題
項
目
別
で
は
、
煙
の
拡
散

・
延
焼
等
の

危
険
性
、
消
防
活
動
上
の
支
障
、
設
置
後
の
維

持
管
理
、
落
下
物
の
危
険
、
老
朽
化
等
に
よ
る

地
震
危
険
の
順
に
小
さ
く
な

っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
問
題
は
ア
ー
ケ
ー
ド
そ
の
も
の
が
内
包
し

て
い
る
問
題
と
は
い
え
、
都
市
構
造
、
周
辺
市

街
地
の
状
況
、
消
防
力
、
維
推
管
理
の
主
体
で

あ
る
地
元
商
店
会
な
ど
、
そ
の
背
後
に
は
よ
り

(豪 9)型 式 ・問題点別スコアの平均点

C .片 側 1 6件 1   9 , 7  1   8 . 4  1   7 . 5  1   8 . 0  1  3 3 . 6

I Ю
セ
l m ユ 1 崎

セ
1 附 l m

b.両 側 25件 1 12,6 1 10,6
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大
き
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

０
　
個
別
ア
ー
ケ
ー
ド
の
問
題
点

全
国
七
七
件
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
つ
い
て
、
消

防
官
の
観
察
調
査
に
よ
っ
て
、
問
題
点
を
Ａ
主

体
構
造
部
、
Ｂ
落
下
物
等
（大
地
震
時
想
定
）、

Ｃ
消
防
活
動
機
能
、
Ｄ
煙

・
延
焼
危
険
等
の
四

つ
に
区
分
し
て
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ス
ヨ
ア

（問
題

の
大
き
さ
）
と
し
て
求
め
た

（各

一
〇
〇
点
、

合
計
四
〇
〇
点
）。

全
体
の
ス
コ
ア
の
平
均
は
五
〇
・四
で
あ
り
、

型
式
別
で
は
全
面
タ
イ
プ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
が
ひ

と
き
わ
高
く
、
以
下
両
側
タ
イ
プ
、
片
側
タ
イ

プ
の
順
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
問
題
項
目
別
で

は
、　
消
防
活
動
、
煙
、　
延
焼
危
険
、　
落
下
物

等
、
主
体
構
造
部
の
順
に
ス
コ
ア
が
小
さ
く
な

る
。
全
面
タ
イ
プ
で
は
消
防
活
動
や
煙
、
延
焼

危
険
の
問
題
が
強
く
指
摘
さ
れ
、
両
側
タ
イ
プ

で
は
主
体
構
造
部
や
落
下
物
の
問
題
が
比
較
的

高
い

（
表
９
）
。

（
図
５
）
は
、
調
査
ア
ー
ケ
ー
ド
に
つ
い
て
合

計
の
ス
ヨ
ア
を
横
軸
に
、
建
設

（改
修
）
年
次

を
縦
軸
に
と

っ
て
、
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
で
あ

と
つ
。合

計
の
ス
コ
ア
と
建
設
年
次
に
よ
っ
て
、
アｔ

―
ケ
ー
ド
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
す
る
と
、
お
よ
そ

Ａ
！
Ｆ
の
六
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
。
こ
の
中

で
最
も
悪
い
と
判
断
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
Ａ
に
つ

い
て
、
そ
の
概
要
を

（表
１０
）
に
示
す
。
建
設

（改
修
）
年
次
、
型
式
と
も
分
散
し
て
い
る
こ

と
が
、
ア
ー
ケ
ー
ド
問
題
を
考
え
る
上
で
示
唆

的
で
あ
る
。
ま
た
、
商
店
街
ア
ン
ケ
ー
ト
と
比

較
す
れ
ば
、
同

一
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
評
価
に
も

少
な
か
ら
ぬ
差
が
見
て
と
れ
る
。

Ｏ
　
ア
ー
ケ
ー
ド
の
問
題
点
と
防
災
課
題

①
　
地
震
対
策
上
の
問
題
点
と
課
題

○
　
主
体
構
造
部
の
安
全
性

ａ
　
古
い
ア
ー
ケ
ー
ド
の
中
に
は
腐
蝕
な
ど

に
よ
り
主
体
構
造
部
全
体

が
老

朽

化

し
、
大
地
震
時
に
倒
壊
危
険
の
あ
る
ア

ー
ケ
ー
ド
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
と
に
一

二
年
以
上
経
過
し
た
ア
ー
ケ
ー
ド
に
つ

い
て
は
、
こ
の
危
険
が
顕
著
で
あ
る
。

こ
う
し
た
ア
ー
ケ
ー
ド
は
、
何
ら
か
の

応
急
策
や
改
修
な
ど
に
よ
る
安
全
性
能

の
更
新
が
必
要
で
あ
る
。

ｂ
　
新
設
時
に
主
体
構
造
部
の
継
手
部
分
に

設
計
上
の
不
備
が
見
ら
れ
る
も
の
が
あ

り
、
耐
力
不
足
や
継
手
部
の
早
期
劣
化

が
予
想
さ
れ
る
。
特
異
例

で

は
あ

る

が
、
こ
の
よ
う
な
ア
ー
ケ
ー
ド
は
早
期

に
欠
陥
部
分
を
改
善
し
、
所
定
の
安
全

性
能
を
確
保
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ｃ
　
五
年
以
上
経
過
し
た
ア
ー
ケ
ー
ド
の
中

に
は
破
損
部
分
の
修
復
や
防
鋳
塗
装
等

の
維
持
管
理
が
十
分
で
な
く
、
分
化
の

早
期
進
行
が
予
想
さ
れ
る
ア
ー
ケ
ー
ド

が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
と
に
全
面

ア
ー
ケ
ー
ド
の
屋
根
ま
わ
り
な
ど
の
見

え
に
く
い
部
分
や
、
気
づ
き
に
く
い
柱

脚
部
に
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
ア
ー

ケ
ー
ド
の
耐
久
性
保
全
上
好
ま
し
く
な

い
の
で
、
定
期
的
な
点
検
、
塗
装
の
励

行
な
ど
防
錆
管
理
が
必
要
で
あ
る
。

ｄ
　
鋼
管
の
柱
脚
を
樋
に
併
用
し
た
も
の
も

多
い
。
腐
餃
を
早
め
る
の
で
出
来
る
だ

け
柱
と
分
離
し
た
設
計
が
望
ま
し
い
。

①
　
落
下
物
の
対
策

地
震
時
の
落
下
物
に
関
す
る
問
題
点
は
多
岐

に
わ
た
る
が
本
調
査
で
指
摘
さ
れ
る
主
た
る
着

目
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ａ
　
大
型
照
明
器
具
等
の
天
丼
か
ら
の
装
着

物
堆
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(図5)各 アーケー ドの建設年次月U・スコア別分布

i役算;蚤帰
B…古い年代にL4てられたスコ

アの比較的悪いグルーブ

C…新しい年代に建設・改1夕さ

れたスコアの比較的悪い′

D・比敬的古く、スコアも比較

的良いグル
ープ

E…古い年代に建てられた

スコアの良いグルーブ
:F…
新し' 年ヽ代に建設`改修さ

-100

れたスコアの良! グヽル
ー
イ

刃野」

●全面タイブ

ロ両側タイプ

▲片側タイプ

当初μ置年次 新
トーーーーーーー‐

(表10)グ ループ (スコアの悪いア
ーケー ド) の概要

イ
消 防 機 関 の 評 価

r 商
店 街 の 証 価

修 i 暑ガ奮と心配な対

順位
タイプ設置

年次
スコア
也震・落下彰 火災対策 地 震 対 策 火 災 対 策

b d b d f d

１

２

３

４

Ｔ

６

７

８

９

１０

１‐

１２

28改45

38‐一

39-一

33改45

39改55

38-一

31改55

47-

44改50

31改52

35-―

41改52

1 9 7 5

1 7 0

1 6 5

1 5 2 5

1 5 2 5

1 4 5

1 3 0

1 2 2 5

1 2 0

1 1 5

1 1 2 5

1 0 5

65

35

20

50

35

65

5

15

65

5

5 0

3 5

2 5

3 0

1 0

6 5

7 5

2 5

6 0

6 5

3 0

2 0

1 0

4 0

50

55

75

20

25

30

40

25

5

25

10

1 5

5 7 5

5 0

6 0

1 7 5

1 7 . 5

2 5

2 5

1■5

20

65

425

15.

1

2

2

1

2

2

2

1

1

2

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

1

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

1

2

aァ ーケードの柱等の耐震性

b屋 根 ・天丼構成部材の落下

c照 明器具の落下

d看 板の落下

岳密骨場を言曇観右甚揚啓号】

８ 道セ
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シ
ャ
ン
デ
リ
ア
・
大
型
看
板

。
大
時
計
等

ア
ト
ケ
ー
ド
の
天
丼
か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
た

も
の
が
消
防
機
関
の
観
察
調
査
か
ら
問
題
点

と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
こ
と

に
古
い
年
代
の
全
面
ア
ー
ケ
ー
ド
に
多
く
見

ら
れ
る
。
観
察
調
査
な
の
で
固
定
方
法
や
強

度
の
実
態
は
厳
密
に
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い

が
、
地
震
対
策
上
重
要
と
思
わ
れ
る
の
で
個

々
に
検
討
す
る
】」
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
重

点
的
な
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
装
着
物
と

し
て
は
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

０
一　
天
丼
高
の
高
い
ア
ー
ケ
ー
ド
の
シ
ャ

ン
デ
ナ
ア
・
大
型
照
明

・
看
板

・
時
計

小田

（０
の
う
ち
で
こ
と
に
古
い
ア
ー
ケ
ー

ド
の
装
着
物

の
　
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
等
が
密
に
設
置
さ
れ

て
い
る
ア
ー
ケ
ー
ド

ｂ
　
老
朽
化
と
落
下
物

老
朽
化
に
伴

っ
て
天
丼
材

・
屋
根
材

・
一

般
照
明
器
具
等
の
構
成
材
の
落
下
危
険
も
考

え
ら
れ
る
。
検
討
対
象
と
し
て
以
下
の
諸
点

が
指
摘
さ
れ
る
。

０
″
危
害
性
の
高
い
構
成
材
の
経
年
変
化

に
よ
る
落
下
危
険
性
の
検
討

ω
　
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
等
の
屋
根
材
、
天
丼

材
の
固
定
方
法
と
落
下
危
険
性
と
の
相

関
。

ア
ー
ケ
ー
ド
の
採

‐
光
用
に
ア
ミ
入
リ
ガ
ラ

ス
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
古
い
ア
ー
ケ
ー

ド
の
中
に
は
ヒ
ど
割
れ
が
生
じ
て
落
下
危
険

の
高
い
ア
ー
ケ
ー
ド
も
観
察
さ
れ
、
ま
た
実

際
の
事
故
例

（大
阪
）
も
報
告

さ

れ

て

い

る
。
ガ
ラ
ス
の
取
り
替
え
な
ど
維
持
管
理
の

問
題
と
い
え
る
が
、
天
窓
と
し
て
使
用
さ
れ

る
ア
ミ
入
リ
ガ
ラ
ス
の
耐
久
性
や
、
安
定
し

た
固
定
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

ｃ
　
看
板

最
近
新
設
さ
れ
た
ア
ー
ケ
ー
ド
に
は
、
看

板
の
大
き
さ
や
形
態
を
統

一
し
て
安
全
に
設

置
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
な

い
商
店
街
に
較
べ
て
看
板
や
側
面
建
築
物
か

ら
の
落
下
物
危
険
が
む
し
ろ
少
な
い
も
の
と

判
断
さ
れ
る
。
規
制
の
状
況
は
各
自
治
体
に

よ
っ
て
異
な
る
が
、
い
く
つ
か
の
優
良
事
例

を
選
ん
で
モ
デ
ル
と
し
、
今
後
の
安
全
な
設

置
法
の
参
考
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ｄ
　
吊
り
屋
根
式
の
ア
ー
ケ
ー
ド

ア
ー
ケ
ー
ド
の
タ
イ
プ
の
中
に
は
、
自
立

式
で
は
な
ぐ
、
セ
ッ
ト
パ
ッ
ク
や
側
面
建
築

物
か
ら
吊
り
下
げ
る
方
式
の
設
置
方
法
も
見

受
け
ら
れ
る
。
（酒
田
・
静
岡
）
こ
の
場
合
、

特
に
吊
り
金
具
の
継
手
部
分
の
固
定
方
法
や

支
持
材
の
防
錆
管
理
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
”

ｃ
　
側
面
建
築
物
か
ら
の
落
下
物

本
調
査
で
は
、
側
面
建
築
物
か
ら
落
下
物

危
険
が
指
摘
さ
れ
る
ア
ー
ケ
ー
ド
は
少
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
、
地

震
時
に
高
層
側
面
建
築
物
か
ら
の
ガ
ラ
ス
等

の
落
下
危
険
も
危
惧
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、

ア
ー
ケ
ー
ド
の
屋
根
材
が
鉄
板
等
の
防
護
性

の
あ
る
素
材
で
作
ら
れ
て
い
れ
ば
、
相
当
程

度
の
防
護
性
を
有
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
新

設

・
更
新
時
に
は
市
街
地
の
側
面
建
築
の
状

況
に
あ
わ
せ
た
屋
根
構
法
の
選
択
が
肝
要
と

い
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ｆ
　
ト
ラ
ン
ス
等
の
屋
根
上
の
設
置
物

ド
ラ
ン
ス
等
に
関
し
て
は
、
ア
ー
タ
ー
ド

の
支
柱
を
利
用
し
て
設
置
し
た
も
の
、
一
ァ
ー

ケ
ー
ド
の
屋
根
上
に
ト
ラ
ン
ス
設
置
場
所
を

設
け
て
設
置
し
た
も
の
、
ア
ー
ケ
ー
ド
上
部

じ

一
、
■
ｆ
下
●

li＼ _

２８
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に
は
設
置
せ
ず
側
面
建
築
物
の
屋
上
等
に
設

置
し
た
も
の
な
ど
の
タ
イ
プ
が
見
受
け
ら
れ

る
。
現
地
調
査
で
屋
根
上
の
設
置
物
が
問
題

と
な

つ
た
ア
ー
ケ
ー
ド
は
な
く
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
も
問
題
指
摘
が
少
な
か
っ
た
。
こ

れ
に
関
し
て
は
、
各
電
力
会
社
の
地
震
対
策

と
、
ア
ー
ケ
ー
ド
本
体
の
維
持
管
理
が
安
全

対
策
上
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
ろ
う
。

火
災
対
策
上
の
問
題
点
と
課
題

Ａ
　
消
防
活
動
機
能
上
の
安
全
性

ａ
　
消
防
足
場

現
象
面
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
問
題
点
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

０
一　
活
動
の
場
と
し
て
の
不
安
定
性

０
　
屋
根
上
の
障
害
物
で
活
動
性
が
阻
害

さ
れ
る
。

い
一　
登
は
ん
梯
子
の
問
題

０
　
老
朽
化
に
よ
る
危
険

ｂ
　
ハ
シ
ゴ
車
架
梯
上
の
問
題

ハ
シ
ゴ
革
架
梯
上
の
問
題
は
、
ア
ー
ケ
ー

ド
内
の
道
路
か
ら
屋
根
を
越
し
て
高
層
側
面

建
築
物

へ
架
梯
す
る
場
合
に
表
わ
れ
る
。
と

り
わ
け
全
面

ア
ー
ケ
ー
ド
に
問
題
点

が
多

い
。
問
題
タ
イ
プ
を
整
理
す
る
と
以
下
の
と

お
り
と
な
る
。

④
　
古
い
ア
ー
ケ
ー
ド
で
非
可
動
式
天
蓋

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
建
設
後
、

側
面
建
築
物
の
高
層
化
が
す
す
ん
で
い

る
場
合
。

０
　
比
較
的
古
い
ア
ー
ケ
ー
ド
で
可
動
式

天
蓋
を
有
す
る
が
、
可
動
操
作
部
分
の

手
入
れ
が
充
分
で
な
く
、
腐
蝕
や
欠
損

に
よ
っ
て
開
放
機
能
を
全
く
喪
失
し
た

も
の
。

の

比
較
的

新
し
い
ア
ー
ケ
ー
ド

で
可

動
式
天
蓋
を
有
す
る
が
、
手
入
れ
が
十

分
で
な
く
、
さ
び
つ
き
や
障
害
物
で
操

作
の
円
滑
性
が
確
保
さ
れ
ず
、
緊
急
時

に
機
能
不
全
や
障
害
が
予
想
さ
れ
る
も

の
。

Ｂ
　
延
焼
危
険

・
煙
の
充
満

・
避
難
か
ら
見

た
安
全
性

ア
ー
ケ
ー
ド
は
、
側
面
建
築
物
群
を
包
み

込
み
、
市
街
地
と

一
体
と
な
っ
た
複
合
的
な

空
間
で
あ
る
の
で
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
防
災
性

能
は
周
囲
の
道
路
や
建
築
物
群
の
態
様
と
関

連
し
て
総
合
的
に
提
え
ら
れ
ね
ば

な

ら
な

い
。
側
面
建
築
物
の
防
火
性
や
背
面
道
路
等

の
基
準
運
用
上
の
問
題
点
は
、
各
都
市
の
消

防
機
関
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ａ
　
木
造
市
街
地
の
ア
ー
ケ
ー
ド
と
ビ
ル
街

の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
防
災
特
性

現
行
の

「
ア
ー
ケ
ー
ド
の
設
置
基
準
」
で

は
、
側
面
建
築
物
の
防
災
性
能
の
差
は
ア
ー

ヶ
ｌ
ド
の
防
災
性
能
に
結
び
つ
い
て
い
な
い

が
、
避
難
の
問
題
な
ど
を
考
え
る
と
、
ン」
の
辺

り
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
の
声
が
強
い
。

ｂ
　
ア
ー
ケ
ー
ド
の
断
続
性

全
面
ア
ー
ケ
ー
ド
の
場
合
、
そ
の
延
長
距

離
や
断
続
性
が
防
災
基
準
上
の
検
討
対
象
と

な
ろ
う
。
調
査
事
例
群
に
よ
る
発
達
形
態
を

み
る
と
線
的
に
長
大
化
し
た
も
の
や
面
的
に

集
中
ル
た
ア
ー
ケ
ー
ド
街
が
見
ら
れ
る
。「
一

定
の
道
路
幅
員
の
確
保
や
延
長
距
離
に
つ
い

て
制
限
を
加
え
る
必
要
が
あ

る

（横
浜
ｙ

の
意
見
に
も
あ
る
よ
う
に
、
市
街
地
形
態
に

あ
わ
せ
た
ア
ー
ケ
ー
ド
の
空
間
的
区
分

」
肝

続
性
の
考
え
方
の
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
。

ｃ
　
煙
の
充
満
性

全
面
ア
ー
ケ
ー
ド
に
お
け
る
煙
充
満
の
間

題
、
あ
る
い
は
排
煙
性
の
問
題
は
各
消
防
機

関
で
最
も
指
摘
の
多
か
っ
た
事
項
で
あ
る
。

火
災
事
例
を
見
る
と

（本
調
査
で
収
集
し
た

火
災
例
は
そ
う
多
く
な
い
が
）
火
災
時
に
ア

ー
ケ
ー
ド
内
の
煙
充
満
で
遊
難
上
の
問
題
と
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な

っ
た
例
は
な
く
、
む
し
ろ
ア
ー
ケ
ー
ド
屋

根
上
で
の
消
防
活
動
を
阻
害
す
る
要
因
と
し

て
把
え
ら
れ
て
い
る
。
ア
ー
ケ
ー
ド
の
排
煙

性
能
、
火
災
時
に
お
け
る
煙
の
影
響
等
に
つ

い
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
片
側
式
の
ア

ー
ケ
ー
ド
に
つ
い
て
は
前
面
道
路
の
幅
員
が

十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
ア
ー
ケ

ー
ド
本
体
の
排
煙
機
構
は
そ
れ
程
必
要
が
な

い
か
も
知
れ
な
い
。

ｄ
　
避
難
上
の
効
用
性

ア
ー
ケ
ー
ド
は
消
防
活
動
の
阻
害
要
因
と

し
て
抑
制
の
傾
向
に
あ
る
が
、
ア
ー
ケ
ー
ド

の
作
り
方
に
よ
っ
て
は
避
難
施
設
と
し
て
活

用
さ
れ
る
効
用
性
も
あ
り
、
こ
れ
は
ア
ー
ケ

ー
ド
の
利
点
と
し
て
認
識
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
ろ
う
。

浜
松
市
の
日
町
名
店
ビ
ル
ア
ー
ケ
ー
ド
の

よ
う
に
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
屋
根
が
避
難
デ

ッ

キ
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
り
、　
一

寸
し
た
工
夫
で
市
街
地
全
体
の
側
面
建
築
物

の
防
災
性
能
を
向
上
さ
せ
る
可
能
性
も
有
し

て
い
る
。
ン」
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
の
活
用
、
工
夫

は
今
後
の
ア
ー
ケ
ー
ド
計
画
の
中
で
積
極
的

に
検
討
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
の
事
故

・
災
害
に
関
す
る
防
災
課
題）

本
調
査
で
は
、
火
災

・
地
震
以
外
の
ア
ー
ケ

ー
ド
に
関
す
る
事
故
災
害
と
し
て
、
積
雪
に
よ

る
倒
壊
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
屋
根
を
介
し
た
盗
難

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
本
調
査
の
収
集
資
料
に

は
含
ま
れ
な
い
が
、
台
風
等
の
強
風
対
策
も
現

実
的
な
防
災
課
題
で
あ
ろ
う
。
盗
難
等
の
防
犯

上
の
問
題
も
現
地
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
な
実
態
は
明

ら
か
で
は
な
い
。
今
後
商
店
街
の
無
人
化
や
社

会
情
勢
の
変
化
等
に
よ
っ
て
増
加
す
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
る
の
で
、
防
犯
も
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の

安
全
性
を
総
合
的
に
確
保
す
る
た
め
の
検
討
要

件
で
あ
ろ
う
。

４
　
ア
ー
ケ
ー
ド
の
安
全
対
策

の
た
め

の
方
向

ア
ー
ケ
ー
ド
は
様
々
な
市
民
の
利
用
す
る
都
市
の

公
共
空
間
で
あ
り
、
そ
の
設
置
や
維
持
管
理
に
は
行

政
各
局
や
商
店
会
、
メ
ー
カ
■
な
ど
多
く
の
団
体
が

関
与
す
る
。
現
在
、
ア
ー
ケ
ー
ド
に
対
す
る
行
政
指

導
は
前
述
の
三
〇
年
通
達
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る

が
、
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
十
分

な
配
慮
が
払
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
防
災
関
係
部

局
と
商
工
部
局
と
の
間
に
、
意
見
の
差
も
見
受
け
ら

れ
る
。
商
店
会
も
ア
ー
ケ
ー
ド
の
安
全
性
の
保
持
に

関
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ

とつ
。ア
ー
ケ
ー
ド
は
、
単
な
る
構
造
体

で

は
な
く
、

「
ア
ー
ケ
ー
ド
街
」
と
い
う
総
合
的
な
空
間
を
構
成

す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
全
天
候
の
歩
行
者
空
間
の

創
出
や
商
業
利
益
の
拡
大
の
み
を
目
的
と
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
建
設
す
べ
き
で
な
い
し
、
実
際
の
例
を
見

て
も
、
長
い
目
で
見
れ
ば
商
業
空
間
と
し
て
す
ら
、

成
功
し
て
い
な
い
。
ア
ー
ケ
ー
ド
を
設
置
す
る
場
合

に
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
、
十
分
に
防
災
上
の
配
慮
を

し
、
都
市
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
高
め
、
都
市
環
境
を
改

善
し
て
い
く
た
め
の
総
合
的
な
配
慮
を
す

る

こ
と

が
、
設
計
に
も
、
維
持
管
理
に
も
、
ま
た
、
更
新
な

ど
に
つ
い
て
も
必
要
と
さ
れ
る
。
従

っ
て
、
ア
ー
ケ

ー
ド
の
設
置
及
び
維
持
管
理
は
、
ア
ー
ケ
ー
ド
、
側

面
建
築
物
及
び
道
路
利
用
の
相
互
の
関
連
に
立
っ
た

空
間
と
し
て
の
総
合
性
、
並
び
に
行
政
部
局
と
商
店

街
と
が

一
体
と
な
っ
た
総
合
性
を
も
ち
、
継
続
的
な

都
市
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

く
必
要
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
い
わ
ゆ
る
三
〇
年
通
達
に
つ
い
て
は
、
そ

の
後
の
社
会
情
勢
や
都
市
構
造
、
技
術
水
準
等
の
変

化
に
合
わ
な
い
面
も
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
本
調
査

で
明
ら
か
に
な

っ
た
点
を
踏
ま
え
て
見
直
し
て
い
く

こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

）
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